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ところざわ市議会だよりは２月、５月、８月、11月の15日に発行。戸別配布でお届けしています。
配布のお問い合わせは、所沢市シルバー人材センター　☎ 04-2928-8695  FAX 04-2924-0630 まで。
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ところざわ市議会だよりところざわ市議会だより 第 206 号第 206 号

議　　 　審　議案

３月定例会での

【会期】2月 20 日〜 3月 23 日（32 日間）

【市長提出議案】	 令和 4年度補正予算	 8 件

	 令和 5年度当初予算	 10 件

	 令和 5年度補正予算	 1 件

	 条例関係	 17 件

	 契約変更	 1 件

【請願】	 	 3 件

【議員提出議案】	 	 3 件

議案第９号　令和５年度所沢市一般会計予算

決
可 がん検診の早期受診を促します

・対象者：28 歳（平成 7年 4月 1日〜平成 8年 3月 31 日生まれ）

・申込見込数：約 220 人

・スケジュール

　令和 5年 7月　：案内を対象者に送付

	 8 月　：申込者に検査キットを送付

	 10 月〜：検査結果に応じたフォローアップ

	 	 （医療従事者との電話相談、がん検診の勧奨等）

概　
　

要

対象者を28歳にした理由は。問

子宮頸がんは、がん化する前の「前がん病変」での早期発見が重要であり、子宮頸がんの罹
り

患
かん

率
りつ

が増え始める20代

後半に実施することにしました。本市では25歳と30歳に対して子宮頸がん検診の受診勧奨を行っているため、その中

間のタイミングである28歳を対象としました。

答

市長提出議案のおもな事業概要

　子宮頸がんの原因ウイルスである「ヒトパピローマウイルス（HPV）」への感染を調べるため、自宅で手軽に検体

採取できる検査キットを希望者に無料で配布します。検査結果に応じて、定期的な子宮頸がん検診受診の大切さを

周知し、よりリスクの高い未受診者に早期の受診を促します。

（問合せ：健康管理課　04-2991-1811）

事業費：315 万 9 千円

自己検査キットによる
子宮頸がん検診受診促進事業

最新情報は
コチラ
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令和 5 年（2023 年） 5 月 15 日令和 5 年（2023 年） 5 月 15 日 ところざわ市議会だよりところざわ市議会だより

決
可

議案第 9号　令和５年度所沢市一般会計予算

ゼロカーボンシティを目指します

■✓	見込件数：100 件
■✓	補助限度額：1戸当たり 39 万円　内訳：	太陽光発電システム 1kW 当たり 3万円（上限 15 万円 /戸）
	 蓄電池 1kWh 当たり 3万円（上限 24 万円 /戸）

概　
　

要

　  深読みポイント！

廃棄物としてソーラーパネルを処分する費用は個人が負担することになると思うが、適正な処分のために、市と

してどのような対応を行うのか。
問

サービス提供事業者から家庭等に無償譲渡された後は、処分費用は基本的に家庭で負担していただくことになり

ます。補助金申請の際に、事業者が処分の方法について、事前に説明し、家庭で責任を持って廃棄することに納

得いただけていることを補助の要件にします。

答

　初期費用負担０円で家庭等に太陽光発電システム（10kW 未満が対象）を設置するサービス提供事業者に対して、設

置費用の一部を助成することで、太陽光発電のさらなる普及を推進し、電力消費による二酸化炭素排出量を削減します。

　私たちは普段、電気を使用したり、自動車を運転したりすることで大気中に二酸化炭素を排出しています。

　一方で、植物は光合成によって大気中の二酸化炭素を吸収しています。排出する二酸化炭素の量を極限まで

減らした上で、植樹やみどりの保全等によって確保した二酸化炭素吸収量と排出量を相殺することで、市域の

二酸化炭素排出量を 2050 年までに実質ゼロにした自治体を「ゼロカーボンシティ」といいます。

①		初期費用負担０円でソーラー

パネルを設置して所有

③	契約終了後、家庭等に無償譲渡

②		電気使用料

（自家消費分）

またはリース

料の支払い

事前登録

補助金の
支払い

ゼロカーボンシティ宣言

（問合せ：マチごとエコタウン推進課 04-2998-9133）

事業費：3,900 万円０円太陽光推進補助事業

所沢市

サービス提供
事業者

家庭等

補助金は家庭等の負担に充当

電気使用で発生する

CO² の排出量削減
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ところざわ市議会だよりところざわ市議会だより 第 206 号第 206 号

開設するに当たり、具体的な目標は。問

「前の学年までの復習をして計算力を身につけたい」「かけ算九九をしっかりと身につけたい」といった子ども

たちへ、個別の学習支援を行い、算数の学力向上を図るとともに、「できた」「分かった」という達成感が味わ

えるようにすることが目標です。

答

自習室は１つの部屋なのか。問

１つの部屋で開始する予定ですが、２階・３階の部屋が夜間は空いている場合があるので、子どもたちの意見を聴い

て、静かに勉強したい人・友達同士と相談しながら勉強したい人の２つの部屋を設けることも検討しています。
答

（問合せ：生涯学習推進センター　04-2991-0303）

事業費：70 万８千円トコろん自習室開設事業

可
決 子どもたちの学びを応援します

議案第 9号　令和５年度所沢市一般会計予算

　生涯学習推進センターに、様々な家庭環境に置かれている子どもたちが安心して学習できる自習室をつくります。

　埼玉県学力学習状況調査の結果から、本市の小学３年生から小学６年生においては、算数の「数と計算」の領域

について、学力向上が必要であると考えます。地域の教育力を活用し、個別の学習支援の機会を設けることで、算

数の学力向上を図り、中１ギャップ（※）の解消にもつなげていきます。

■✓	日時：月・水・金曜　午後５時〜午後８時
■✓	対象：小学５年生〜大学生
■✓	場所：生涯学習推進センター（並木６‐４‐１）
■✓	スケジュール
	 ●令和５年４月～５月：学習見守りスタッフの募集・登録の準備

	 ●令和５年６月以降　：自習室の開設

自習室の開設

（問合せ：学校教育課　04-2998-9238）

事業費：63 万 8 千円

「トコろん のびのび塾」
　　算数基礎学力向上プロジェクト事業

※	小学校を卒業して中学校へ進学した際、これまでの小学校生活とは異なる新しい環境や生活スタイルなどになじめず、授業についていけなく

なるといった学校不適応を起こす現象

●令和 5年度：教育センター（けやき台 2‐44‐2）で試行開催

●令和 6年度：まちづくりセンター　5会場で拡大開催

●令和 7年度：	地区ごとの 3・4 校の学校につき 1 会場として

合計 10 会場で開催

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

4



令和 5 年（2023 年） 5 月 15 日令和 5 年（2023 年） 5 月 15 日 ところざわ市議会だよりところざわ市議会だより

議員提出議案

請　　　願

請願第２号 　 所沢市における不登校児童生徒に対しての多様な学習機会及び
安全な居場所確保と経済的支援制度の確立を求める請願

不登校に陥るケースというのは、学校でのいじめや友人関係だけでなく、家庭内の問題や生活面の原因が考えら

れる。学校教育の場以外で、一人でも多く寄り添う大人がいる子どもたちの居場所が必要だと思うが、市として

どのような取組をしているのか。

問

子どもを取り巻く様々な問題が生じていて、国では令和５年４月にこども家庭庁を創設し、子どもたちに対し

て様々な居場所の提供を検討していくことから、今後、市としても、子どもたちにとって必要な居場所を確保

していく必要があると考えています。

答

未来を担う子どもたちに希望を

所沢市議会の個人情報の保護に関する条例制定について

議員提出議案第１号

認知症の人も家族も安心な社会の構築を求める意見書について

議員提出議案第２号

住民合意のない除去土壌再生利用実証事業は認めない決議について

議員提出議案第３号

　福島県で実施されている放射能除染土の再利用を目的とする実証事業と同様の事業が、市内の環境省環境調査

研修所で行う計画が突如浮上した。

　住民説明会が、周辺の並木、弥生町住民のわずか 50 人を限定として開催されたが、弥生町町会では、投票者の

85％以上の賛成により実証実験に反対の議案が可決された。

　福島県内の 2か所での除去土壌再生利用実証事業は、南相馬市では住宅から 1キロ近く離れた田んぼの中で、飯

館村では山間の場所で実施され、いずれも帰還困難区域内となっており、本市のように、近隣に民家が立ち並ぶ住

宅の近傍での実証事業の例はない。

　よって、所沢市議会は、住民合意のない除去土壌再生利用実証事業は認めないものである。

■✓	不登校児童生徒のための居場所づくり
■✓	教育機会確保法に基づいた学習支援の推進
■✓	学校長による出席扱いの判断基準の拡大
■✓	社会的自立のために経済的支援

請願の要旨

委員会での審査

趣旨
　採択

「議員提出議案」はコチラをご覧ください　➡
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ところざわ市議会だよりところざわ市議会だより 第 206 号第 206 号

令和５年３月定例会　審議結果 徹底
審議

市長提出議案（37 件）

討論の様子は

コチラをご覧ください	➡

— 議案に賛成・反対反対します —

議案第 9号 令和５年度所沢市一般会計予算

　マイナンバー関連のシステム維持管理委託料、社会保障・税番号制度中間サーバー整備費交付金、戸籍

住民基本台帳事務費のマイナンバー関連予算、生活保護事務費、生活保護システム改修委託料に反対する。

　そもそもマイナンバー制度は、マイナンバー法で行政運営の効率化、行政分野におけるより公正な給付

と負担の確保を目的としている。社会保障の給付と税・保険料の負担を個人ごとに分かるように、給付を

抑制して国の財政や大企業の負担を減らすことを狙っている。根本的に是非を問い直すべき制度である。小林議員

反対

　令和 5年度の一般会計予算は、総額 1,148 億 3,000 万円で、前年度比 4.1%、45 億円の

増額で過去最高の規模となった。「現在（いま）、そして未来（あす）の安心へとつなげる

予算」との名前のとおり、物価高騰などの影響を受け厳しい市民生活の今を守るとともに、

脱炭素や人を中心としたマチづくりの推進など、未来へ、次世代への投資の双方向から力

が込められている予算である。石原議員

賛成

　令和 5年度の一般会計予算は、総額 1,148 億 3,000 万円で過去最高の予算額である。景

気も依然として低迷している中、個人市民税、法人市民税、いずれも増収が見込まれてい

る。しかし、少子高齢化の社会状況、現下の物価高騰、エネルギーなど多くの問題に伴い、

今後の歳入に大きな懸念がある。社会保障費や公共施設の老朽化に伴うコスト増などから、

歳出における各事業の相当の吟味が求められる。松本議員

賛成

議案番号 議　案　件　名 付託委員会 結　果
第 2 号 令和4年度所沢市一般会計補正予算（第9号）

予　　算

原案可決

第 3 号 令和4年度所沢市交通災害共済特別会計補正予算（第1号）
第 4 号 令和4年度所沢市所沢都市計画事業狭山ケ丘土地区画整理特別会計補正予算（第3号）
第 5 号 令和4年度所沢市所沢都市計画事業所沢駅西口土地区画整理特別会計補正予算（第2号）
第 6 号 令和4年度所沢市国民健康保険特別会計補正予算（第2号）
第 7 号 令和4年度所沢市介護保険特別会計補正予算（第2号）
第 8 号 令和4年度所沢市後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号）
第 9 号 令和5年度所沢市一般会計予算
第10号 令和5年度所沢市交通災害共済特別会計予算
第11号 令和5年度所沢市所沢都市計画事業狭山ケ丘土地区画整理特別会計予算
第12号 令和5年度所沢市所沢都市計画事業所沢駅西口土地区画整理特別会計予算
第13号 令和5年度所沢市国民健康保険特別会計予算
第14号 令和5年度所沢市介護保険特別会計予算
第15号 令和5年度所沢市後期高齢者医療特別会計予算
第16号 令和5年度所沢市水道事業会計予算
第17号 令和5年度所沢市下水道事業会計予算
第18号 令和5年度所沢市病院事業会計予算
第19号 所沢市まち・ひと・しごと創生基金条例制定について 総務経済
第20号 所沢市脱炭素社会を実現するための条例制定について 建設環境
第21号 所沢市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例制定について 健康福祉
第22号 所沢市災害対策本部条例の一部を改正する条例制定について 総務経済
第23号 所沢市非常勤の特別職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例制定について 市民文教

第24号
所沢市非常勤の特別職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例制定
について 健康福祉

第25号 所沢市保育園等運営審議会条例等の一部を改正する条例制定について
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令和 5 年（2023 年） 5 月 15 日令和 5 年（2023 年） 5 月 15 日 ところざわ市議会だよりところざわ市議会だより

（※1）4月1日以降の会派構成を記載しています。　（※２）議長が欠席のため、副議長が議長の職務を務めました。

議案番号 議　案　件　名 付託委員会 結　果

第26号
所沢市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
制定について

健康福祉

原案可決

第27号 所沢市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定について
第28号 所沢市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定について
第29号 所沢市立老人福祉センター設置及び管理条例の一部を改正する条例制定について
第30号 所沢市国民健康保険条例の一部を改正する条例制定について
第31号 所沢市斎場条例の一部を改正する条例制定について

市民文教
第32号 所沢市印鑑条例の一部を改正する条例制定について
第33号 所沢市建築・開発関係手数料条例の一部を改正する条例制定について

建設環境
第34号 所沢市水道事業給水条例及び所沢市下水道条例の一部を改正する条例制定について
第35号 所沢市営土地改良事業の経費の賦課徴収に関する条例を廃止する条例制定について 総務経済
第36号 所沢駅ふれあい通り線整備工事（その３）請負契約締結についての一部変更について 建設環境 可　　決
第37号 令和4年度所沢市一般会計補正予算（第10号）

ー 原案可決
第38号 令和5年度所沢市一般会計補正予算（第1号）

議員提出議案（３件）

議案番号 件　　　名 結　果
第1号 所沢市議会の個人情報の保護に関する条例制定について

原案可決第2号 認知症の人も家族も安心な社会の構築を求める意見書について
第3号 住民合意のない除去土壌再生利用実証事業は認めない決議について

請　　願（３件）

番　号 件　　　名 結　果
第1号 「政府に核兵器禁止条約の署名と批准を求める意見書」の提出を求める請願 不採択
第2号 所沢市における不登校児童生徒に対しての多様な学習機会及び安全な居場所確保と経済的支援制度の確立を求める請願 趣旨採択

第3号
市民が安心安全に穏やかに暮らせるよう活動する自治連合会と協働する所沢市議会において『通年市議会』については、
市民の理解を得られるよう、十分な説明を求める件

審査未了

※趣旨採択･･･	請願に対する議会の意思決定は、理論的には「採択」か「不採択」の２種類しかありませんが、議会としては請願の願意につい

ては十分に理解できるが、実現性の面で確信が持てないといった場合に採られる決定の方法です。

	 請願第２号は趣旨採択となりました。

※審査未了･･･	会議に上程された議案や請願等が会期中に議決されなかったときは、次の会議に持ち越さないことが地方自治法第119条に規定

されています。	請願第３号は議決に至らず審査未了となりました。

議案に対する各議員の賛否を表示しています。議員別賛否一覧 賛成：〇　	　反対：×　	　欠席：欠

議案番号

至誠自民クラブ 公明党 市民クラブ未来 日本共産党
ところざわ
市民会議

自由民主党・	
無所属の会

立
憲
民
主
党

大
石　

健
一	

荻
野　

泰
男

杉
田　

忠
彦

谷
口　

雅
典

大
舘　

隆
行

浅
野
美
恵
子

中
村　
　

太

秋
田　
　

孝

植
竹　

成
年

川
辺　

浩
直

亀
山　

恭
子

西
沢　

一
郎

福
原　

浩
昭

村
上　
　

浩

粕
谷
不
二
夫

青
木　

利
幸

中　
　

毅
志

松
本　

明
信

越
阪
部
征
衛

矢
作
い
づ
み

城
下　

師
子

小
林　

澄
子

平
井　

明
美

天
野　
　

敦

末
吉
美
帆
子

島
田　

一
隆

石
本　

亮
三

佐
野　

允
彦

石
原　
　

昂

入
沢　
　

豊

長
岡　

恵
子

第 ２ 号
（
議
長
）
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第 ９ 号 欠 〇 〇

（
※
２
）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第１３号 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第１５号 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第１６号 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第２１号 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第２９号 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第３２号 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第３７号 （
議
長
）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第３８号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

（※1）
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ところざわ市議会だよりところざわ市議会だより 第 206 号第 206 号

は所沢市議会 通 年 会 期 制 で どう変わる？

通年会期制
とは

１
Point

検討の経緯

Point
4

通年の会期を採用した場合には、基本的に、議会の会期の長さは１年間であり、会期最終日の翌日に次の会期が始まるので、閉会中の期間はなく、常に議会が活動能力を

有し、市長の招集を待たずにいつでも機動的に会議を開くことができます。

比　較 します

２
Point

制　　度

スケジュール

メリット
導入する

Point
3

閉会 閉会 閉会

←　会　期　→

４月９月 10月 11月 12月 １月 ２月

休会 休会休会

３月５月 ６月 ７月 ８月

こ
れ
ま
で

閉会

休会 休会

閉会閉会

← 会期 → ← 会期 →← 会期 →

臨
時
会

臨
時
会
議

6月
定例会

9月
定例会

12月
定例会

３月
定例会

招 

集
招 

集
招 

集
招 

集

再 

開
再 

開
再 

開
再 

開
定例会議

（6月1日開会）

定例会議
（9月1日開会）

定例会議
（12月1日開会）

定例会議
（2月15日開会）

休会

会　　　期

通
年
会
期
制

これまで 通年会期制

会期は議会が定める（会議を開くたびに決定）  １年間（条例で定める期間：５月１日～翌年４月30日）

定例会（３月、６月、９月、12月）と臨時会の都度、市長が招集
４年に１度の議員の選挙後、最初の会議のみ市長が招集し、
その後は議長の判断で会議を再開することができる

定例会（３月、６月、９月、12月）と臨時会に区分
２月15日、６月１日、９月１日、12月１日に定例会議を開き、
必要に応じて臨時会議を開きます

会　 　期

招　 　集

本  会  議

委  員  会 閉会中の活動に議決が必要 年間を通して活動が可能

契約等の市の業務遂行が速やかに！

緊急議案はすぐに審議✓

市民サービスの向上！

議会スケジュールの固定化✓

※地域行事のスケジュールが立てやすくなる

通年会期制

説明動画➡

平成24年 通年会期制が地方自治法の一部改正により位置付けられる
令和元年 通年会期制の導入に向けて全会一致により
 議会運営委員会で協議を開始
令和 ４ 年 先進自治体への視察
 ・新潟県柏崎市「通年会期制」（11/11）
 ・9月、12月定例会で通年会期制の導入に向けて審議日程の試行
 ・政策研究審議会に諮問・答申（11/28、12/19）
 ・パブリックコメント手続を実施（12/26～1/26）
令和 ５ 年 ・公聴会を開催（1/21）
 ・議会報告会を開催（3/12）

令和５年
３月定例会での結論

市民の皆さんに、市議会が目指している通
年会期制にご理解をいただく必要があるた
め、今後、十分な市民説明を行った後、通
年会期制の導入に関連する例規を議員提出
議案として、上程することを来期※への議
会運営委員会申し送り事項としました。

※第20期（令和5年5月1日〜令和9年4月30日）
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令和 5 年（2023 年） 5 月 15 日令和 5 年（2023 年） 5 月 15 日 ところざわ市議会だよりところざわ市議会だより

は所沢市議会 通 年 会 期 制 で どう変わる？

通年会期制
とは

１
Point

検討の経緯

Point
4

通年の会期を採用した場合には、基本的に、議会の会期の長さは１年間であり、会期最終日の翌日に次の会期が始まるので、閉会中の期間はなく、常に議会が活動能力を

有し、市長の招集を待たずにいつでも機動的に会議を開くことができます。

比　較 します

２
Point

制　　度

スケジュール

メリット
導入する

Point
3

閉会 閉会 閉会

←　会　期　→

４月９月 10月 11月 12月 １月 ２月

休会 休会休会

３月５月 ６月 ７月 ８月

こ
れ
ま
で

閉会

休会 休会

閉会閉会

← 会期 → ← 会期 →← 会期 →

臨
時
会

臨
時
会
議

6月
定例会

9月
定例会

12月
定例会

３月
定例会

招 

集
招 

集
招 

集
招 

集

再 

開
再 

開
再 

開
再 

開
定例会議

（6月1日開会）

定例会議
（9月1日開会）

定例会議
（12月1日開会）

定例会議
（2月15日開会）

休会

会　　　期

通
年
会
期
制

これまで 通年会期制

会期は議会が定める（会議を開くたびに決定）  １年間（条例で定める期間：５月１日～翌年４月30日）

定例会（３月、６月、９月、12月）と臨時会の都度、市長が招集
４年に１度の議員の選挙後、最初の会議のみ市長が招集し、
その後は議長の判断で会議を再開することができる

定例会（３月、６月、９月、12月）と臨時会に区分
２月15日、６月１日、９月１日、12月１日に定例会議を開き、
必要に応じて臨時会議を開きます

会　 　期

招　 　集

本  会  議

委  員  会 閉会中の活動に議決が必要 年間を通して活動が可能

契約等の市の業務遂行が速やかに！

緊急議案はすぐに審議✓

市民サービスの向上！

議会スケジュールの固定化✓

※地域行事のスケジュールが立てやすくなる

通年会期制

説明動画➡

平成24年 通年会期制が地方自治法の一部改正により位置付けられる
令和元年 通年会期制の導入に向けて全会一致により
 議会運営委員会で協議を開始
令和 ４ 年 先進自治体への視察
 ・新潟県柏崎市「通年会期制」（11/11）
 ・9月、12月定例会で通年会期制の導入に向けて審議日程の試行
 ・政策研究審議会に諮問・答申（11/28、12/19）
 ・パブリックコメント手続を実施（12/26～1/26）
令和 ５ 年 ・公聴会を開催（1/21）
 ・議会報告会を開催（3/12）

令和５年
３月定例会での結論

市民の皆さんに、市議会が目指している通
年会期制にご理解をいただく必要があるた
め、今後、十分な市民説明を行った後、通
年会期制の導入に関連する例規を議員提出
議案として、上程することを来期※への議
会運営委員会申し送り事項としました。

※第20期（令和5年5月1日〜令和9年4月30日）
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ところざわ市議会だよりところざわ市議会だより 第 206 号第 206 号

議
員
が
自
身
の
政
策
提
案
も
含
め
て
、
市

に
対
し
て
考
え
を
聞
く
の
が
一
般
質
問
で
す
。

皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
内
容
が
き
っ

と
あ
り
ま
す
。

※	

各
議
員
の
１
項
目
を
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

版
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
す
べ
て
の

質
問
項
目
お
よ
び
動
画
は
、
市
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

一　
 

質
問

般

議
員
が
聞
い
た
！

⬆	動画はコチラ

Ｑ
私
た
ち
が
昨
年
実
施
し
た

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
で
、

２
人
の
子
ど
も
と
過
ご
す
の
は

大
変
だ
、
育
休
退
園
制
度
を
な

く
し
て
ほ
し
い
な
ど
の
意
見
が

あ
っ
た
。
育
児
休
業
中
は
家
庭

で
の
保
育
が
可
能
だ
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

Ａ
保
育
園
を
利
用
し
な
が
ら

子
育
て
を
支
援
す
べ
き
家
庭
が

あ
り
、
そ
う
し
た
家
庭
こ
そ
福

祉
の
手
を
差
し
伸
べ
る
べ
き
と

思
っ
て
い
る
が
、
昨
今
、
保
育

園
に
預
け
る
こ
と
を
、
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
既
得
権
の
よ
う
に

主
張
さ
れ
る
保
護
者
が
い
る
の

も
事
実
で
あ
る
。
現
場
を
預
か

る
側
と
し
て
は
、
ど
ん
な
に
子

育
て
が
大
変
で
も
、
子
ど
も
を

い
と
お
し
く
思
い
、
何
と
か
頑

張
り
た
い
と
思
う
父
母
が
い
る

と
信
じ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、

国
の
通
知
で
は
、
家
庭
で
の
保

育
は
子
ど
も
の
育
成
の
上
で
重

要
な
こ
と
と
示
さ
れ
て
お
り
、

本
市
と
し
て
は
、
こ
の
通
知
に

基
づ
き
、
育
児
休
業
中
は
原
則

家
庭
で
の
保
育
を
お
願
い
し
て

い
る
。

日本共産党
矢作いづみ

育
休
退
園
の
廃
止
を

Ｑ
芸
術
文
化
と
自
然
、
観
光

の
魅
力
を
よ
り
引
き
出
せ
る
場

所
と
し
て
、
三
ケ
島
観
光
文
化

村
構
想
を
描
き
ま
せ
ん
か
。
市

長
の
見
解
を
伺
う
。

Ａ
三
ケ
島
地
区
に
は
、
狭
山

湖
、
比
良
の
丘
、
観
光
ブ
ド
ウ
園

な
ど
、
現
在
で
も
魅
力
的
な
観

光
資
源
が
集
ま
り
、
今
年
度
は

武
蔵
野
美
術
大
学
の
協
力
を
得

て
設
置
を
進
め
る
、
座
れ
る
ア
ー

ト
作
品
「
ア
ー
ト
ベ
ン
チ
」
の
取

組
を
通
じ
て
、
新
た
な
魅
力
の

創
造
も
行
う
。
こ
れ
ら
を
つ
な
い

で
魅
力
を
高
め
て
い
く
た
め
、
市

で
は
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
歩
い
て

回
れ
る
、
ま
ち
と
み
ど
り
の
お
散

歩
コ
ー
ス
の
設
定
や
、
シ
ェ
ア
サ

イ
ク
ル
の
活
用
に
努
め
て
い
る
。

た
だ
、
観
光
ば
か
り
前
面
に
出

し
て
し
ま
う
と
、
貴
重
な
風
土
を

壊
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。

三
ケ
島
は
、
狭
山
丘
陵
の
持
つ
景

色
や
、
そ
こ
に
育
ま
れ
た
風
土
、

芸
術
総
合
高
校
、
早
稲
田
大
学

が
あ
り
、
か
つ
彫
刻
や
工
芸
な
ど

を
な
り
わ
い
と
し
て
活
動
さ
れ

て
い
る
方
が
多
く
い
る
地
域
で

も
あ
る
の
で
、
そ
の
点
を
重
視
し

て
構
想
を
描
い
て
い
き
た
い
。 市民クラブ

未来
中　毅志

三
ケ
島
観
光
文
化
村
構
想
を
描
き

地
域
活
性
化
を

Ｑ
新
所
沢
駅
に
ホ
ー
ム
ド
ア

設
置
の
必
要
性
が
高
い
こ
と

は
、
市
と
し
て
も
理
解
し
て
い

る
と
思
う
。
こ
れ
か
ら
は
、
具

体
的
な
検
討
に
進
ん
で
も
ら
い

た
い
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺

う
。

Ａ
新
所
沢
駅
は
、
障
害
を
お

持
ち
の
方
の
利
用
が
多
く
見
ら

れ
る
駅
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ

れ
ま
で
も
実
施
主
体
の
西
武

鉄
道
株
式
会
社
に
対
し
て
、
ホ

ー
ム
ド
ア
設
置
に
関
す
る
要
望

を
継
続
し
て
行
っ
て
き
た
。
令

和
４
年
８
月
に
は
西
武
鉄
道
か

ら
、
鉄
道
駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
料

金
制
度
を
活
用
し
、
令
和
12
年

度
ま
で
に
、
ホ
ー
ム
ド
ア
を
23

駅
に
整
備
す
る
計
画
が
発
表
さ

れ
、
西
武
鉄
道
の
駅
で
の
ホ
ー

ム
ド
ア
の
設
置
が
よ
り
進
ん
で

い
く
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

対
象
と
な
る
駅
や
具
体
的
な
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
現
在
の
と
こ

ろ
西
武
鉄
道
か
ら
公
表
さ
れ
て

い
な
い
が
、
こ
の
機
会
を
捉
え

て
、
よ
り
積
極
的
に
整
備
に
係

る
要
望
を
行
っ
て
い
く
。

自由民主党・
無所属の会
石原　昂

新
所
沢
駅
に
ホ
ー
ム
ド
ア
の
設
置
を

Ｑ
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
再
整

備
基
本
構
想
の
策
定
も
進
め

ら
れ
て
い
る
が
、
市
民
の
命
と

暮
ら
し
を
守
る
保
健
所
の
設
置

を
、
敷
地
内
に
保
健
セ
ン
タ
ー

や
所
沢
市
医
師
会
、
所
沢
看
護

専
門
学
校
な
ど
が
隣
接
し
て

い
る
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
に
設

置
す
る
こ
と
も
選
択
肢
の
一
つ

と
し
て
検
討
し
て
み
て
は
ど
う

か
。
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

Ａ
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、

施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る

こ
と
か
ら
、
再
整
備
は
喫き
っ

緊き
ん

の
課
題
で
あ
る
と
捉
え
て
る
。

一
方
、
保
健
所
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
か
ら
様
々
な
検
討
を
始

め
る
段
階
で
あ
り
、
設
置
す
る

と
な
っ
て
も
10
年
後
ぐ
ら
い
に

な
る
。
さ
ら
に
、
市
民
医
療
セ

ン
タ
ー
の
立
地
や
周
囲
に
併
設

さ
れ
て
い
る
医
師
会
が
設
立
し

て
い
る
2
つ
の
学
校
の
課
題
な

ど
、
取
り
巻
く
諸
条
件
を
勘
案

す
る
と
、
保
健
所
と
併
せ
て
考

察
し
て
い
く
と
い
う
の
は
現
実

的
で
は
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

日本共産党
城下　師子

市
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る

所
沢
保
健
所
の
復
活
を
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Ｑ
小
学
校
相
談
室
は
、
い
じ

め
の
問
題
や
児
童
の
悩
み
を
事

前
に
キ
ャ
ッ
チ
で
き
る
大
事
な

場
所
で
あ
る
。
相
談
室
登
校
の

児
童
な
ど
、
ほ
か
の
児
童
が
い

る
部
屋
で
は
相
談
し
た
く
な
い

と
の
声
が
、
市
内
の
小
学
校
に

通
う
児
童
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

が
、
見
解
を
伺
う
。

Ａ
相
談
室
の
利
用
者
は
、
増

加
傾
向
に
あ
り
、
困
り
事
を
相

談
し
に
来
る
児
童
に
加
え
、
ク

ラ
ス
に
入
れ
な
い
児
童
の
居
場

所
に
な
っ
て
い
た
り
、
気
持
ち

を
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
す
る
場
と
し

て
の
役
割
も
担
う
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
各
学
校

で
は
、
ス
ペ
ー
ス
不
足
は
喫
緊

の
課
題
で
あ
り
、
空
き
教
室
を

利
用
し
て
相
談
活
動
を
行
っ
て

い
る
学
校
も
あ
る
。
教
育
委
員

会
と
し
て
は
、
現
在
行
っ
て
い

る
相
談
室
の
訪
問
や
研
修
会
を

通
し
て
、
現
状
の
把
握
と
改
善

に
向
け
た
方
策
を
示
す
な
ど
、

よ
り
よ
い
相
談
室
の
運
営
を
支

援
し
て
い
く
。

日本共産党
小林　澄子

小
学
校
相
談
室
の
改
善
を

Ｑ
所
沢
明
生
病
院
の
移
転
後

の
山
口
地
区
、
小
手
指
地
区
の

地
域
医
療
を
守
る
た
め
、
市

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

Ａ
所
沢
明
生
病
院
の
跡
地

は
、
既
に
ほ
か
の
法
人
か
ら
病

院
整
備
計
画
の
申
出
が
あ
り
、

埼
玉
県
医
療
審
議
会
で
、
各
保

健
医
療
圏
の
病
院
整
備
計
画
の

１
つ
と
し
て
審
議
さ
れ
、
採
択

さ
れ
て
い
る
。
整
備
計
画
の
概

要
と
し
て
、
名
称
は
（
仮
称
）

敬
寿
会
所
沢
病
院
、
開
設
者
は

医
療
法
人
社
団
敬
寿
会
（
埼
玉

県
蕨
市
）
、
診
療
科
は
内
科
、

呼
吸
器
内
科
、
循
環
器
内
科
、

消
化
器
内
科
、
消
化
器
外
科
、

脳
神
経
外
科
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
科
、
麻
酔
科
と
な
っ
て

い
る
。
病
床
数
は
埼
玉
県
に
よ

り
、
合
計
１
２
８
床
が
配
分
さ

れ
る
こ
と
で
採
択
さ
れ
て
お

り
、
整
備
計
画
を
確
認
す
る
限

り
で
は
、
所
沢
明
生
病
院
の
移

転
後
も
地
域
に
お
け
る
医
療
機

能
は
、
十
分
に
確
保
さ
れ
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

自由民主党・
無所属の会
入沢　豊

所
沢
明
生
病
院
が
移
転
し
た
後
の

地
域
医
療
機
能
の
維
持
を

Ｑ
広
報
と
こ
ろ
ざ
わ
は
全
戸

配
布
さ
れ
て
お
り
、
多
く
の
市

民
に
見
ら
れ
て
い
る
広
報
紙
で

あ
る
。
全
戸
配
布
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
最
大
限
に
有
効
活
用
す

る
と
い
う
意
味
で
、
広
報
と
こ

ろ
ざ
わ
に
民
間
事
業
者
か
ら

応
募
を
募
り
、
ク
ー
ポ
ン
券
や

割
引
券
を
つ
け
て
み
て
は
ど
う

か
。

Ａ
現
状
と
し
て
、
広
報
と
こ

ろ
ざ
わ
で
は
紙
面
ス
ペ
ー
ス
の

制
約
か
ら
広
告
掲
載
を
実
施
し

て
い
な
い
状
況
で
あ
り
、
ク
ー

ポ
ン
掲
載
も
同
様
に
ス
ペ
ー
ス

の
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
を
克
服

す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
広
報

紙
に
ク
ー
ポ
ン
券
を
つ
け
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
広
告
の
掲
載

と
併
せ
て
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
る
。
今
後
も
、
限
ら
れ

た
紙
面
ス
ペ
ー
ス
を
有
効
に
使

い
な
が
ら
、
必
要
な
情
報
を
効

果
的
に
届
け
、
事
業
者
も
含
め

読
者
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
広
報

紙
づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。 ところざわ

市民会議
天野　敦

全
戸
配
布
さ
れ
て
い
る

広
報
と
こ
ろ
ざ
わ
の
有
効
活
用
を

Ｑ
新
所
沢
パ
ル
コ
地
下
の
自

転
車
駐
車
場
は
、
指
定
管
理
者

で
あ
る
株
式
会
社
パ
ル
コ
ス
ペ

ー
ス
シ
ス
テ
ム
ズ
が
管
理
し
、

１
日
の
利
用
者
数
は
、
定
期
利

用
者
と
一
時
利
用
者
を
合
わ
せ

て
約
６
０
０
人
だ
が
、
令
和
６

年
２
月
末
の
新
所
沢
パ
ル
コ
の

閉
店
を
控
え
、
い
つ
ま
で
運
営

し
、
定
期
利
用
者
へ
の
対
応
な

ど
、
現
時
点
で
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

Ａ
新
所
沢
パ
ル
コ
の
閉
店
後

は
、
施
設
を
大
幅
に
改
修
し
な

け
れ
ば
、
自
転
車
駐
車
場
の
運

営
に
必
要
な
電
力
を
確
保
す
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
し
た

が
っ
て
、
新
所
沢
パ
ル
コ
の
閉

店
後
に
継
続
し
て
自
転
車
駐
車

場
を
運
営
し
て
い
く
こ
と
は
困

難
で
あ
る
た
め
、
閉
店
に
合
わ

せ
て
、
令
和
６
年
２
月
末
で
閉

鎖
す
る
方
向
で
考
え
て
い
る
。

定
期
利
用
者
に
つ
い
て
は
、
今

後
契
約
さ
れ
る
方
の
有
効
期
限

が
令
和
６
年
２
月
末
日
を
超
え

な
い
よ
う
に
順
次
、
販
売
を
停

止
し
て
い
く
。

公明党
植竹　成年		

新
所
沢
パ
ル
コ
地
下
の

自
転
車
駐
車
場
の
今
後
に
つ
い
て

Ｑ
所
沢
駅
西
口
に
大
型
商
業

施
設
が
来
年
の
秋
に
オ
ー
プ

ン
し
、
年
間
１
、
５
０
０
万
人

の
来
場
者
数
が
見
込
ま
れ
て
い

る
た
め
、
渋
滞
が
予
想
さ
れ
る

が
、
渋
滞
対
策
と
安
全
対
策
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
検
討
し
て

い
る
か
。

Ａ
広
域
集
客
型
商
業
施
設
の

事
業
者
で
あ
る
西
武
鉄
道
株

式
会
社
、
住
友
商
事
株
式
会
社

と
協
議
を
進
め
て
い
る
。
事
業

者
に
は
、
公
共
交
通
の
利
用
促

進
を
図
る
と
と
も
に
、
多
く
の

利
用
者
が
想
定
さ
れ
る
オ
ー
プ

ン
当
初
や
繁
忙
期
な
ど
に
は
、

所
沢
駅
周
辺
の
自
家
用
車
の
流

入
を
抑
え
る
策
と
し
て
、
離
れ

た
場
所
に
臨
時
駐
車
場
を
確
保

し
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
な
ど
を
活

用
す
る
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

ま
た
、
周
辺
の
生
活
道
路
へ
の

車
の
流
入
も
考
え
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
車
の
進
入
を
抑
制
す
る

看
板
設
置
は
も
と
よ
り
、
繁
忙

期
に
は
生
活
道
路
に
車
が
進
入

し
な
い
よ
う
、
各
所
に
警
備
員

を
配
置
す
る
な
ど
、
安
全
対
策

を
図
る
よ
う
に
強
く
お
願
い
し

て
い
る
。

ところざわ
市民会議
島田　一隆

大
型
商
業
施
設
オ
ー
プ
ン
に
伴
う

渋
滞
対
策
と
安
全
対
策
を

Ｑ
発
動
発
電
機
、
人
工
呼
吸

器
用
外
部
バ
ッ
テ
リ
ー
を
含

め
、
日
常
生
活
用
具
給
付
事

業
拡
大
に
つ
い
て
、
県
か
ら
も

通
知
が
来
て
い
る
。
さ
い
た
ま

市
、
川
越
市
、
昨
年
12
月
に
は

上
尾
市
も
日
常
生
活
用
具
の

支
援
メ
ニ
ュ
ー
に
入
れ
て
い
る

が
、
本
市
で
も
停
電
時
に
対
処

で
き
る
品
目
を
補
助
メ
ニ
ュ
ー

に
入
れ
て
み
て
は
ど
う
か
。

Ａ
日
常
生
活
用
具
費
給
付
等

事
業
は
、
総
合
支
援
法
第
77
条

と
地
域
生
活
支
援
事
業
実
施

要
綱
に
よ
り
、
市
町
村
必
須
事

業
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
地

域
の
実
情
に
応
じ
て
事
業
を
実

施
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
障
害
者
の
日
常
生

活
用
具
の
給
付
品
目
や
対
象
要

件
は
、
総
合
的
に
勘
案
し
た
上

で
、
適
宜
見
直
し
を
行
っ
て
き

た
。
災
害
時
の
電
源
確
保
に
つ

い
て
は
、
そ
の
必
要
性
は
認
識

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
様
々
な

電
源
確
保
の
方
法
を
含
め
、
そ

の
在
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

公明党
川辺　浩直

災
害
時
を
想
定
し

障
害
者
の
日
常
生
活
用
具

給
付
品
目
の
対
象
拡
大
を
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Ｑ
夫
の
生
命
保
険
や
退
職

金
、
遺
族
年
金
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
る
、
夫
と
死
別
し
た

没
イ
チ
女
性
に
比
べ
、
夫
と
離

婚
し
た
バ
ツ
イ
チ
女
性
に
は
そ

れ
ら
が
全
く
な
く
、
経
済
的
に

苦
し
く
な
る
ケ
ー
ス
が
圧
倒
的

に
多
い
。
市
と
し
て
何
ら
か
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
が
必
要
だ
と

考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

Ａ
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン

タ
ー
「
ふ
ら
っ
と
」
や
配
偶
者

暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
夫
と
死
別
、
あ
る
い
は
離

婚
に
か
か
わ
ら
ず
、
お
困
り
の

相
談
を
受
け
た
際
に
は
、
相
談

者
に
寄
り
添
い
、
助
言
や
利
用

で
き
る
制
度
、
サ
ー
ビ
ス
を
案

内
し
、
必
要
に
応
じ
て
関
係
機

関
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
自
立

し
て
安
定
し
た
生
活
が
送
れ

る
よ
う
支
援
し
て
い
る
。
今
後

も
、
経
済
的
な
こ
と
を
含
め
、

様
々
な
困
り
事
に
向
き
合
い
、

一
人
ひ
と
り
の
状
況
に
応
じ
た

丁
寧
な
相
談
対
応
に
努
め
て
い

く
。

自由民主党・
無所属の会
佐野　允彦

い
わ
ゆ
る
「
没
イ
チ
バ
ツ
イ
チ
」

格
差
に
つ
い
て

Ｑ
大
切
に
し
て
ほ
し
い
こ
と

は
、
市
民
が
利
用
す
る
に
当
た

り
、
わ
く
わ
く
す
る
気
持
ち
に

な
る
動
機
づ
け
と
総
合
ポ
イ
ン

ト
制
度
と
の
連
携
で
あ
る
。
市

民
に
夢
を
与
え
る
地
域
通
貨
、

（
仮
称
）
ト
コ
ろ
ん
Ｐ
Ａ
Ｙ
の

具
体
的
な
進
め
方
と
導
入
に
向

け
た
決
意
を
伺
う
。

Ａ
地
域
通
貨
は
、
地
域
経
済

の
活
性
化
に
役
立
つ
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
市
民
が
地
域

を
応
援
す
る
た
め
の
、
言
う
な

れ
ば
、
ポ
イ
ン
ト
を
通
じ
た
市

民
参
加
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
こ
の
制
度
に
参
加
し
て
も

ら
う
市
民
や
事
業
者
に
は
、
自

分
た
ち
が
本
市
の
今
や
未
来
に

直
接
的
、
間
接
的
に
コ
ミ
ッ
ト

し
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
も

ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
具

体
的
な
進
め
方
と
し
て
は
、
関

連
部
署
の
次
長
級
、
課
長
級
職

員
に
ス
キ
ー
ム
作
り
を
指
示
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
多
く
の
皆

さ
ん
に
、
わ
く
わ
く
ど
き
ど
き

し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
制
度
設

計
に
す
る
と
と
も
に
、
市
民
に

夢
を
与
え
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム

づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。

公明党
福原　浩昭

地
域
通
貨
の
導
入
に
よ
り

地
域
経
済
の
活
性
化
を

Ｑ
今
後
、
教
育
委
員
会
が
責

任
を
持
っ
て
、
公
民
館
運
営
審

議
会
や
社
会
教
育
会
議
な
ど

で
も
教
育
長
の
理
念
を
大
事
に

し
て
、
当
市
の
公
民
館
機
能
を

果
た
さ
れ
る
決
意
を
伺
う
。

Ａ
公
民
館
は
、
市
民
の
資
質

を
向
上
さ
せ
る
場
、
市
民
が
生

き
て
い
く
た
め
に
必
要
な
知

識
や
教
養
を
身
に
つ
け
る
場
、

そ
し
て
、
地
域
づ
く
り
、
絆
づ

く
り
の
場
で
あ
る
と
捉
え
て
い

る
。
こ
の
と
こ
ろ
社
会
人
の
リ

ス
キ
リ
ン
グ
が
話
題
に
な
っ
て

い
る
が
、
家
庭
や
学
校
で
は
学

べ
な
い
、
あ
る
い
は
学
校
教
育

で
学
び
尽
く
せ
な
か
っ
た
も
の

を
学
び
直
す
、
人
生
の
糧
と
な

る
知
識
や
体
験
を
得
ら
れ
る
の

も
公
民
館
の
大
切
な
機
能
だ
と

考
え
て
い
る
。
こ
の
機
能
を
果

た
す
た
め
に
は
、
社
会
教
育
を

担
う
思
い
や
ス
キ
ル
を
持
っ
た

職
員
が
業
務
に
当
た
る
こ
と
が

重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。
今
後

も
、
公
民
館
の
本
質
的
な
機
能

を
失
う
こ
と
な
く
、
公
民
館
を

ま
ち
づ
く
り
、
人
づ
く
り
の
拠

点
施
設
と
捉
え
て
充
実
を
図
っ

て
い
く
。

日本共産党
平井　明美

公
民
館
が
果
た
す
べ
き

機
能
の
継
続
を

Ｑ
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

所
沢
２
０
２
３
は
、
今
回
初
め

て
の
事
業
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
手
探
り
の
部
分
も
あ
っ
た

と
思
う
が
、
今
回
の
成
果
、
今

後
の
課
題
と
事
業
の
展
開
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ
事
業
者
か
ら
は
、
と
て
も

よ
い
取
組
で
あ
る
と
伺
っ
て
い
る

が
、
現
在
進
め
て
い
る
事
業
で
あ

る
た
め
、
事
業
終
了
後
に
実
施

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
に
よ
り
、

参
加
者
や
事
業
者
の
声
を
改
め

て
伺
っ
て
い
く
。
今
後
の
課
題
と

事
業
展
開
だ
が
、
多
く
の
事
業

者
か
ら
人
材
確
保
が
課
題
で
あ

る
と
伺
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今

回
の
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
所

沢
は
、
将
来
の
産
業
を
担
う
人

材
の
確
保
に
向
け
た
事
業
と
し

て
、
今
後
さ
ら
に
充
実
で
き
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
と
と
も

に
、
令
和
３
年
度
よ
り
実
施
し

て
い
る
工
業
製
品
展
示
な
ど
と

併
せ
て
、
身
近
な
事
業
所
を
知
っ

て
も
ら
い
、
そ
の
魅
力
を
感
じ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
、
今
後
も
工
夫

し
な
が
ら
様
々
な
方
法
で
取
り

組
ん
で
い
く
。

至誠自民
クラブ
荻野　泰男

将
来
の
産
業
を
担
う人

材
の
確
保
を

Ｑ
柳
瀬
地
区
に
は
天
然
芝
の

パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
専
用
施
設
が
あ

り
、
市
民
が
楽
し
ん
で
い
る
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
も
「
元
気

よ
く
・
仲
よ
く
・
楽
し
く
」
手

軽
に
楽
し
め
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

と
し
て
大
変
人
気
が
あ
る
が
、

本
市
に
は
専
用
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
の
施
設
が
な
い
。
小
手

指
ヶ
原
公
園
に
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
が
楽
し
め
る
全
面
天
然

芝
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
設
置
を
市

民
は
期
待
し
て
い
る
が
、
見
解

を
伺
う
。

Ａ
小
手
指
ヶ
原
公
園
基
本
計

画
の
中
で
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

設
置
す
る
予
定
は
な
い
が
、
基

本
計
画
を
策
定
し
て
か
ら
20

年
以
上
が
経
過
し
、
社
会
情
勢

や
関
係
法
令
、
地
域
ニ
ー
ズ
な

ど
様
々
な
条
件
が
変
化
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
時
点
修
正
な
ど

少
な
か
ら
ず
計
画
の
見
直
し
は

必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。
事
業

を
進
め
る
際
に
は
、
基
本
計
画

を
大
前
提
と
し
て
、
市
民
の
声

を
聞
き
な
が
ら
進
め
て
い
き
た

い
。

至誠自民
クラブ
大舘　隆行

小
手
指
ヶ
原
公
園
に

天
然
芝
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
設
置
を

Ｑ
自
治
会
で
高
齢
化
率
が
高

く
な
っ
て
く
る
と
、
ご
み
出
し

は
毎
日
の
こ
と
な
の
で
、
切
実

な
問
題
で
あ
る
。
高
齢
者
や
体

が
不
自
由
な
方
の
自
宅
に
直
接

収
集
に
行
く
、
ふ
れ
あ
い
収
集

が
平
成
17
年
度
か
ら
開
始
さ
れ

て
い
る
が
、
高
齢
化
率
が
高
い

自
治
会
で
は
、
ご
み
出
し
が
自

治
会
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
そ
ろ
そ
ろ
戸
別
収
集
の

実
証
実
験
を
検
討
す
る
時
期
に

来
て
い
る
と
考
え
る
が
、
見
解

を
伺
う
。

Ａ
戸
別
収
集
は
、
自
宅
前
に

ご
み
を
排
出
す
る
こ
と
に
よ

り
、
ご
み
出
し
が
容
易
に
な
る

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
一
方
、
収
集

コ
ス
ト
の
増
加
や
収
集
車
両
か

ら
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
増

加
な
ど
が
課
題
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
ま
た
、
高
齢
者
な

ど
集
積
所
へ
の
ご
み
出
し
が
困

難
な
方
の
支
援
に
つ
い
て
は
、

ふ
れ
あ
い
収
集
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
現
在
の
と
こ
ろ
実
証
実
験

は
考
え
て
い
な
い
。

ところざわ
市民会議
石本　亮三

高
齢
化
率
が
高
い
限
界
自
治
会
で
の

個
別
収
集
実
証
実
験
を
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令和 5 年（2023 年） 5 月 15 日令和 5 年（2023 年） 5 月 15 日 ところざわ市議会だよりところざわ市議会だより

全国

14位
所沢市議会所沢市議会

県内

所沢市議会所沢市議会

Ｑ
使
用
済
み
お
む
つ
の
持
ち

帰
り
が
な
く
な
る
こ
と
は
、
保

護
者
に
と
っ
て
大
き
な
負
担
軽

減
に
な
る
。
今
後
、
お
む
つ
の

処
分
に
対
す
る
費
用
を
補
助
す

る
よ
う
、
国
に
要
望
し
て
み
て

は
ど
う
か
。

Ａ
お
む
つ
の
処
分
費
用
に
関

し
て
は
、
国
の
通
知
に
お
い

て
、
園
の
運
営
費
の
中
で
負
担

す
る
場
合
や
、
保
護
者
か
ら
の

実
費
徴
収
等
に
よ
り
行
わ
れ

て
い
る
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
各
事
業
所
の
考
え
や
預

っ
て
い
る
子
ど
も
の
年
齢
に
よ

り
、
処
分
す
る
お
む
つ
の
量
も

様
々
で
あ
る
た
め
、
現
在
の
と

こ
ろ
処
分
に
関
す
る
費
用
に
つ

い
て
、
国
等
に
補
助
を
求
め
て

い
く
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

引
き
続
き
、
使
用
済
み
お
む
つ

の
処
分
に
関
す
る
考
え
方
や
保

育
士
等
の
負
担
軽
減
す
べ
き
優

先
事
項
に
つ
い
て
、
事
業
者
か

ら
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
研
究

し
て
い
く
。

立憲民主党
長岡　恵子

保
護
者
の
負
担
軽
減
の
た
め

保
育
所
で
使
用
済
お
む
つ
の
処
分
を

Ｑ
本
市
で
の
大
学
改
革
、

６
・
３
・
３
・
４
制
度
の
見
直

し
を
含
め
、
市
内
に
お
け
る
統

廃
合
な
し
で
の
全
校
小
中
一
貫

教
育
の
導
入
が
で
き
な
い
か
、

市
長
の
見
解
を
伺
う
。

Ａ
現
在
、
日
本
の
大
学
は
長

い
人
生
に
お
け
る
モ
ラ
ト
リ
ア

ム
と
し
て
の
役
割
に
堕
し
て
し

ま
っ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
私

は
、
そ
も
そ
も
大
学
は
学
問
を

追
求
す
る
と
こ
ろ
な
の
で
あ
っ

て
、
み
ん
な
が
大
学
へ
行
く
必

要
な
ど
な
い
。
む
し
ろ
、
職
業

を
通
し
て
人
格
を
完
成
さ
せ
て

い
く
道
、
そ
れ
を
選
ぶ
若
者
こ

そ
が
十
分
尊
ば
れ
て
い
く
ほ
う

が
本
来
で
あ
り
、
多
く
の
若
者

が
報
わ
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

小
中
一
貫
教
育
の
導
入
に
つ
い

て
も
、
私
自
身
、
小
中
一
貫
校

に
勤
め
て
い
た
こ
と
が
あ
る

が
、
よ
い
面
も
あ
り
、
悪
い
面

も
あ
っ
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い

る
。
現
時
点
で
は
、
本
市
が
現

在
行
っ
て
い
る
小
中
連
携
の
取

組
を
通
し
て
、
９
年
間
の
学
び

の
連
携
性
を
高
め
て
い
く
。 市民クラブ

未来
越阪部征衛

全
校
小
中
一
貫
教
育
の
導
入
を

? A Y A 世代とは、Adolescent	 and	 Young	 Adult（思春期・若年成人）の頭文字をとったもので、主に、15 歳から 39 歳までの世代を
指しています。

Ｑ
コ
ロ
ナ
の
終
息
が
見
え
始

め
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
も
少
し
ず

つ
戻
っ
て
き
て
お
り
、
歩
き
た

ば
こ
を
す
る
人
が
増
加
す
る
可

能
性
が
高
く
な
る
と
思
う
が
、

と
こ
ろ
ざ
わ
サ
ク
ラ
タ
ウ
ン
周

辺
を
路
上
喫
煙
禁
止
地
区
に
指

定
で
き
な
い
か
。

Ａ
令
和
４
年
２
月
に
サ
ク
ラ

タ
ウ
ン
周
辺
の
事
業
者
か
ら
要

望
を
い
た
だ
き
、
指
定
要
件
と

照
ら
し
て
検
討
し
た
結
果
、
本

年
４
月
よ
り
サ
ク
ラ
タ
ウ
ン
周

辺
の
路
上
を
追
加
指
定
す
る
こ

と
に
し
た
。
指
定
範
囲
は
、
東

所
沢
中
央
交
差
点
か
ら
サ
ク

ラ
タ
ウ
ン
に
向
か
う
道
路
、
東

所
沢
公
園
、
サ
ク
ラ
タ
ウ
ン
周

囲
の
道
路
、
東
川
を
渡
っ
た
Ｙ

Ｏ
Ｔ
―
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
の
前
面
道
路

と
な
る
。
路
上
喫
煙
禁
止
地
区

に
つ
い
て
は
、
日
本
語
の
ほ
か

に
、
英
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、

中
国
語
、
ハ
ン
グ
ル
の
４
か
国

語
で
表
記
し
、
道
路
上
で
お
知

ら
せ
す
る
啓
発
シ
ー
ト
を
活
用

し
て
、
観
光
客
や
外
国
人
の
方

に
周
知
し
て
い
く
。

公明党
亀山　恭子

さ
ら
な
る
受
動
喫
煙
対
策
を

Ｑ
Ａ
Ｙ
Ａ
世
代
?
の
う

ち
、
20
歳
未
満
の
が
ん
患
者
は

小
児
慢
性
特
定
疾
病
制
度
を

利
用
し
、
医
療
扶
助
や
日
常
生

活
用
具
給
付
が
受
け
ら
れ
る

が
、
20
歳
か
ら
40
歳
未
満
の
が

ん
患
者
は
、
在
宅
療
養
や
タ
ー

ミ
ナ
ル
ケ
ア
を
希
望
し
て
も
、

そ
の
支
援
す
る
制
度
が
整
っ
て

い
な
い
。
国
や
県
で
の
実
施
が

望
ま
し
い
が
、
先
行
し
て
本
市

で
実
施
し
て
も
ら
い
た
い
と
考

え
る
が
、
見
解
は
。

Ａ
Ａ
Ｙ
Ａ
世
代
の
が
ん
患
者

に
対
す
る
支
援
は
、
制
度
の
谷

間
に
な
っ
て
し
ま
う
方
た
ち
に

光
を
当
て
る
も
の
で
あ
り
、
在

宅
療
養
を
し
て
い
る
方
た
ち
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

生
活
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
意

味
で
も
重
要
な
課
題
と
捉
え
て

い
る
。
埼
玉
県
で
は
、
令
和
５

年
度
か
ら
新
規
事
業
と
し
て
、

訪
問
診
療
を
担
う
医
療
従
事
者

を
対
象
に
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
会

が
実
施
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
内

容
等
を
踏
ま
え
、
ど
の
よ
う
な

対
策
が
必
要
か
検
討
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

公明党
西沢　一郎

若
者
世
代
の
在
宅
医
療
支
援
を

Ｑ
南
小
学
校
で
は
、
平
日
の
放

課
後
は
校
庭
を
開
放
し
て
お
り
、

遊
ん
で
よ
い
と
な
っ
て
い
る
が
、

土
曜
日
、
日
曜
日
は
地
域
の
高
齢

者
や
少
年
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
が
使

う
た
め
、
子
ど
も
た
ち
が
遊
ぶ
場

所
が
な
い
。
南
小
学
校
の
児
童
よ

り
、
久
米
地
域
に
遊
ぶ
公
園
が
ほ

し
い
と
の
声
が
あ
っ
た
。
こ
の
切

実
な
思
い
を
実
現
で
き
な
い
か
。

Ａ
公
園
整
備
は
、
「
み
ど
り

の
基
本
計
画
」
に
お
け
る
都
市
公

園
の
整
備
方
針
を
基
本
と
し
て

お
り
、
身
近
な
公
園
と
大
規
模
な

公
園
に
大
別
し
、
公
園
の
充
足
状

況
や
地
域
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
す
る

と
と
も
に
、
自
然
特
性
な
ど
地
域

資
源
を
活
用
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
久
米
地
域
は
、
市
域
全
体
の

中
で
み
る
と
１
人
当
た
り
の
身
近

な
公
園
の
面
積
が
低
い
地
域
だ
と

認
識
し
て
い
る
が
、
久
米
地
域
に

限
ら
ず
、
新
た
な
公
園
設
置
に
際

し
て
の
公
園
用
地
の
確
保
は
、
面

積
や
立
地
な
ど
の
条
件
に
適
し
た

用
地
の
選
定
、
地
域
や
近
隣
住
民

の
理
解
、
協
力
な
ど
が
困
難
な
状

況
で
あ
る
。
今
後
も
財
政
状
況
を

勘
案
す
る
な
ど
、
総
合
的
に
判
断

し
て
い
く
。

至誠自民
クラブ

浅野美恵子

公
園
設
置
を
望
む

 

南
小
学
校
の
児
童
の
声

　

こ
の
思
い
を
実
現
し
て
ほ
し
い

＼＼議会改革度調査 2022議会改革度調査 2022 ／／
詳細については「早稲田大学マニフェスト研究所」

の HP をご覧ください　➡

所沢市議会 全国14位 にランクイン！！
早稲田大学マニフェスト研究所が、全国 1,788 議会を対象に
実施した「議会改革度調査 2022（評価項目 :①情報共有	②
住民参画	③機能強化）」で、所沢市議会は総合ランキング
14 位（昨年 21 位）となり、県内では第 1位になりました。

市民の皆さんの声を生かして、開かれた議会をめざします！
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ところざわ市議会だよりところざわ市議会だより 第 206 号第 206 号

ギ カ イ レポート
市に提言しました

所沢市議会では、議会基本条例に基づき、委員会ごとに設定
した政策課題を調査・研究し、行政に対する政策提言（政策の
改善や立案）を積極的に行っています。

令和４年12月９日の

会議録33ページを参照

コロナ禍で影響を受けた
　地域福祉ネットワークの再生に向けた提言

健 康
福 祉

１、	子どもの貧困や児童虐待問題、ヤングケアラーなどの「子ども福祉」に関して、行政組織として

福祉関連部局の連携のみならず、教育委員会、学校現場などとの連携を一層強化し、様々なアプ

ローチからの支援を推進すること

２、	認知症予防、引きこもり問題、貧困問題などの「地域福祉」に関して、社会福祉協議会、民間団体、

警察、地域団体と情報交換・共有を円滑化し、支援の対象となる事案に対して早期の対応を推進

すること

３、	子ども食堂や見守り活動、高齢者サロンなどの福祉に携わる担い手の活動がコロナ禍において停

滞を余儀なくされていることに対し、積極的に活動再開への支援を行うとともに、集いの場や居

場所づくりを含めた地域福祉ネットワーク再構築を推進すること

４、	福祉に携わる行政部門が自ら領域の垣根を越え、地域の中で「横の連携」を図り、福祉の支援を

必要とする市民の早期発見・支援体制の構築や予防につながるセーフティネットの機能の充実を

推進すること

廃棄物の減量・資源の循環と
 ごみ有料化についての提言

建 設
環 境

１、市はさらなるごみ減量施策を推進すること

２、市が示す市民１人当たりの１日のごみ排出量目標値を統一し明示すること

３、	ごみ排出量の目標値が達成されなければ、「ごみ有料化」を推進せざるを得ないことなど、ごみ

減量に市民の協力が必要であることを広報等で周知すること

令和５年２月８日

の会議録を参照
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令和 5 年（2023 年） 5 月 15 日令和 5 年（2023 年） 5 月 15 日 ところざわ市議会だよりところざわ市議会だより

政策討論会 史上最多!!

107人の皆さんに来場していただきました

所沢ブランドと
　シティプロモーションに係る提言

総 務
経 済

１、	地域産品のブランド化を推進するため、消費者のニーズに応じた農産物の生産や６次産業化によ

る特産品の開発により、農産物に新たな付加価値を生み出し、地域農産物の消費拡大、地産地消

を図ること

２、	関係部署が横断的に企画及び政策立案できるよう、行政組織においてシティプロモーション政策

室を創設すること

３、職員意識の底上げを行うため、シティプロモーションに関する研修を実施すること

４、	地域内における経済循環の向上と地域課題の解決に貢献するため、地域通貨の導入について検討

すること

５、市民が参画できる環境や市外の協力者も参加する機会を創出し、地域間の連携を強化すること

令和５年２月２日の

会議録４ページを参照

新所沢パルコ撤退に伴い魅力ある
新所沢駅周辺のまちの将来像に向けた提言

新所沢
駅周辺

１、新所沢駅周辺のまちづくりにおいてプロジェクトチームの設置に努めること

２、地域住民と連携した協働による取組を進めること

３、	地権者及びパルコ関係事業者と積極的に情報共有を図り現状を把握し、市民への情報発信に努め

ること

４、まちづくりにおける個別事業の検討とともに予算の確保に努めること

５、新所沢駅周辺のまちづくりに関する新たな指針及び新所沢駅周辺のまちの将来像を示すこと

1/29 政策討論会

どうなる！？パルコ閉店による新所沢の未来は！

～魅力あるまちを目指して～
開催テーマ

令和５年１月16日

の会議録を参照
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今回の定例会は

12月

９月 ６月

３月

16

■
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
か

20
歳
で
レ
ー
ス
ク
イ
ー
ン
と
し
て

デ
ビ
ュ
ー
し
て
、
レ
ー
ス
ク
イ
ー
ン
・

オ
ブ
ザ
イ
ヤ
ー
と
い
う
賞
を
史
上
初

の
２
回
受
賞
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
大
宮
・
西
武
園
競
輪
ア
ン
バ
サ

ダ
ー
に
就
任
で
き
た
の
で
、
会
場
や

イ
ベ
ン
ト
で
、
西
武
園
な
ら
で
は
の

競
輪
の
面
白
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し

た
。
ま
た
、
所
沢
警
察
署 

交
通
安

全
サ
ポ
ー
タ
ー
に
就
任
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
所
沢
航
空
記
念
公
園
で
交
通

安
全
パ
レ
ー
ド
を
し
ま
し
た
。
今
ま

で
も
、
ず
っ
と
所
沢
に
関
わ
る
仕
事

を
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
す

ご
く
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

■
所
沢
の
魅
力
は
ど
こ
で
す
か

所
沢
駅
前
の
よ
う
に
開
発
が
進
ん

で
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
し
、
狭
山
湖

周
辺
の
よ
う
に
自
然
が
あ
ふ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
も
多
く
て
、
小
さ
い
時
は

自
然
の
中
で
遊
び
ま
し
た
。
特
に
、

西
武
園
ゆ
う
え
ん
ち
の
プ
ー
ル
や

花
火
は
楽
し
か
っ
た
夏
の
思
い
出
で

す
！

■
自
身
の
魅
力
を
発
信
す
る
た
め
に
、

ど
ん
な
事
を
や
り
た
い
で
す
か

レ
ー
ス
ク
イ
ー
ン
を
引
退
し
た
理
由

の
ひ
と
つ
が
、
地
元
密
着
の
仕
事
を
し

た
い
と
思
っ
た
か
ら
な
ん
で
す
。（
↘
）

レ
ー
ス
ク
イ
ー
ン
を
し
て
い
た
こ
と

も
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

か
ら
は
所
沢
の
役
に
立
て
る
よ
う
に

Ｙ
ｏ
ｕ 

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ

て
、
多
く
の
人
に
私
の
大
好
き
な
所

沢
を
も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

■
今
後
の
目
標
は

昨
年
は
、
夢
だ
っ
た
ベ
ル
ー
ナ

ド
ー
ム
で
始
球
式
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
交
通
安
全
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て

大
好
き
な
所
沢
密
着
の
仕
事
が
で

き
た
の
で
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
所
沢
の
魅
力
を
ど

ん
ど
ん
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
活
動
し

て
「
所
沢
と
言
え
ば
、
近
藤
み
や

び
！
」
と
言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に

成
長
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
一
番
の
夢
は
所
沢
の
観

光
大
使
に
な
る
こ
と
で
す
！

所沢から
輝け！！ I N T E R V I E W 　No.30

\　所沢市にゆかりのある、さまざまな分野で輝く人たちをご紹介　/

所沢市議会
広
聴
広
報
委
員
会

◎ 

浅
野
美
恵
子 

末
吉
美
帆
子

〇 

小
林　

澄
子 

亀
山　

恭
子

 

天
野　
　

敦 

谷
口　

雅
典

 

佐
野　

允
彦 

福
原　

浩
昭

 

石
原　
　

昂 

松
本　

明
信

 

平
井　

明
美 

越
阪
部
征
衛

◎
…
委
員
長　

〇
…
副
委
員
長

防
衛
費
が
膨
ら

み
生
活
が
苦
し

く
な
っ
て
軍
靴

に
気
づ
く
の
で

は
遅
い
！
桜
が
咲
い
て
春
を
気

づ
く
と
同
じ
よ
う
に
。
（
平
井
）

様
々
な
門
出
の
春
。
新
入
生
、
新

入
社
員
の
皆
さ
ん
は
新
生
活
に

も
慣
れ
始
め
た
頃
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
ぞ
れ
の
春
に
心
か
ら
祝
福
と

エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
！
（
石
原
）

自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト
が
努
力
義

務
に
。
早
速
買
い
ま
し
た
。
自
転

車
が
安
心
に
走
れ
る
街
は
、
車

に
も
人
に
も
安
心
な
街
。
整
備

を
進
め
た
い
で
す
ね
。
（
末
吉
）

春
議員たちの･･･

✓  1993年　所沢生まれ
✓  2015年　レースクイーンとしてデビュー
✓  2020年　レースクイーン・オブザイヤー19-20　受賞
✓  2021年　大宮・西武園競輪 宣伝大使に就任
✓  2022年　所沢警察署　交通安全サポーターに就任
 レースクイーン・オブザイヤー21-22　受賞

近藤　みやび さん




